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教育委員会学校教育課

総合教育会議資料 資料２
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スポーツ庁・文化庁「部活動の地域連携・地域以降と地域スポーツ・文化芸術環境の整備について」より

人口の減少の資料を添付
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スポーツ庁・文化庁「部活動の地域連携・地域以降と地域スポーツ・文化芸術環境の整備について」より

運動部活動の参加人数の資料を　　　
添付
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スポーツ庁・文化庁「部活動の地域連携・地域以降と地域スポーツ・文化芸術環境の整備について」より

運動部活動の参加率　の資料を添付
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スポーツ庁・文化庁「部活動の地域連携・地域以降と地域スポーツ・文化芸術環境の整備について」より

運動部活動に加入している中学生の
推移　の資料を添付
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飯能市：中学校部活動設置の現状（令和５年５月調査）

飯能
第一中

南高
麗中

原市
場中

飯能
西中

加治中
美杉
台中

奥武
蔵中

野球部 〇 〇 〇 〇

サッカー 〇 〇 〇 〇

陸上 〇 〇 〇 〇 〇

ソフトテニス 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

バレー 〇 〇 〇

バスケ 〇 〇 〇 〇 〇

卓球 〇 〇 〇 〇 〇 〇

剣道 〇 〇

ホッケー 〇

ソフトボール 〇

吹奏楽 〇 〇 〇 〇

美術 〇 〇 〇 〇

総合文化 〇 〇 6



飯能市：中学校部活動参加人数の現状（令和５年5月調査）

飯能
第一中

南高
麗中

原市
場中

飯能
西中

加治
中

美杉
台中

奥武
蔵中

合計

野球部 25     22 21 22   90

サッカー 16     18 17 21   72

陸上 59 13 9 29 48     158
ソフト
テニス 72 25 10 43 50 28 25 253

バレー 24       28 25   77

バスケ 63   14 37 46 17   177

卓球 81   23 29 27 33 6 199

剣道 19     21       40

ホッケー           40   40
ソフト
ボール

      15       15

吹奏楽 51     23 59 48   181

美術 32     31 33 21   117

総合文化     11       11 22
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スポーツ庁・文化庁「部活動の地域連携・地域以降と地域スポーツ・文化芸術環境の整備について」より

学校における部活動改革の必要性　
を添付
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スポーツ庁・文化庁「部活動の地域連携・地域以降と地域スポーツ・文化芸術環境の整備について」より 9



スポーツ庁・文化庁「部活動の地域連携・地域以降と地域スポーツ・文化芸術環境の整備について」より

ガイドライン
全体像
地域以降の手順と流れ

　を添付
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スポーツ庁・文化庁「部活動の地域連携・地域以降と地域スポーツ・文化芸術環境の整備について」より

全体像
　の休日　地域クラブ活動イメージ

　を添付
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埼玉県資料　参考資料①

　を添付
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埼玉県資料　参考資料②

　を添付
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埼玉県資料　参考資料③

　を添付
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埼玉県資料　参考資料④

　を添付
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今年度の教育委員会の取り組み

（１）飯能市部活動地域移行検討委員会の設置
　　①第１回　令和５年７月12日に実施
　　②第２回　令和６年２月１日に実施予定
　　　・「埼玉県地域クラブ活動の整備・充実　　　　
　　　　　に係る指針」の公表
　　　　　→県スポーツ振興課より説明
　　　・令和６年度以降の計画の立案

（２）実証事業の実施
　　エルフェン（ちふれ）とサッカーにおける
　　実証事業の実施

（３）部活動ガイドラインに基づく活動の推進
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教育委員会の取り組み 【実証事業の概要と様子】
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教育委員会の取り組み 【実証事業の概要と様子】

参加者からの感想
 ・ドリブルからゲーム
　まで時間がちょうど
　よく、基本の動きを
　しっかり学ぶことが
　できました。
・ボールにいっぱい触れ
　られた。

参加者からの感想
 ・わかりやすく練習
　を説明してくれて
　楽しかった。
・少し成長できた
　気がする。
・もうちょっとガッ
　ツリ練習したかった。 18



課題

　（１）飯能市としての方向性の決定

　（２）学校から休日部活動を移行する
　　　　　　　　　　　段階的な計画の立案
　　　①人材（指導者）の確保
　　　②活動場所の確保
　　　③参加費や活動費の確保
　　　　　→受益者負担
　　　　　→公的費用の投入
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今後の流れ

・第2回飯能市部活動地域移行検討委員会の内容（予定）
　　　県の指針の確認
　　　令和6年度の実施内容の決定
　　　　教員の意識アンケートの実施（兼職兼業の希望を含む）

　　　　　　　↓
　　　　R7年度に向け、学校でサポートできない部を中心に
　　　　実証事業を検討
　　　　　　　 ↓
　　　　学校教育課・・・教員を中心とした兼職兼業の整理
　　　　　　　　　　　　学校で継続可能な部活の実施環境の
　　　　　　　　　　　　整理
　　　　スポーツ課・・・運動部を中心に指導者の確保
　　　　　　　　　　　　スポーツ協会や大学との連携
　　　　生涯学習課・・・文化部を中心に指導者の確保
　　　　　　　　　　　　公民館等の活用の検討
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